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■ 総合交通計画の方向性 

 

 

 

 現状と課題    計画の方向性  

       
 高齢化の進展 

・活動的な高齢者の増加（p.37） 
・倍増する高齢者の移動量（p.38） 
・歩行困難であっても多い高齢者の徒歩での移動（p.39） 
・高齢者で増加する自分で運転する車での移動（p.40） 
・高齢者が加害者となる自動車交通事故の増加（p.30） 

● 

    

 ① 
運転免許を持っていない人や家に自動車がない人などの自動車を気軽に利用できない人において
も、自立した移動を支え、より活動的で健康的な生活を促進するために、自動車がなくても生活で
きる交通体系の確立が必要です。 

 

   

 ② 移動の多様性に対応できるきめ細かな交通体系が必要です。 
 

   

 ③ 車利用から公共交通や自転車への転換を促進し、低炭素社会の実現を目指すことが必要です。 
 

   

 ④ 
これまでの自動車交通に対応した道路をつくる整備から、今ある道路の機能を最大限に活用する整
備に転換して、厳しい財政状況下においても多様な利用者に対応することが必要です。 

 

   

 ⑤ 
駅や商業施設、病院など利用頻度の高い施設への、徒歩や自転車での利用環境を向上させることに
より、バリアフリー空間が整備された、誰にもやさしい歩いて暮らせるまちづくりを推進すること
が重要です。 

 

   

 ⑥ 市民の移動を今後も支え続ける持続可能なバスネットワークの再編が必要です。 
 

   

 ⑦ 
鉄道や路線バスによる公共交通網のさらなる機能強化を図り、市外も含めた利便性の高い公共交通
網を形成する必要があります。 

 

   

 ⑧ 
自転車の安全で快適な通行空間を確保し、歩行者の安全性向上にもつながる自転車利用環境の整備
が必要です。 

 

   

 ⑨ 
良好な駅周辺の交通環境の創出や、歩行者の安全な移動を確保するため、放置自転車対策を推進す
ることが必要です。 

 

   

 ⑩ 
自転車の通行ルールの周知や自転車マナーの向上により、自転車事故の防止や放置自転車対策を推
進することが必要です。 

 

   

 ⑪ 
長期未着手の都市計画道路について、計画決定後の社会経済状況等を踏まえて必要性を見直すとと
もに、整備を進めていく上においても、選択と集中による効率的な道路整備が必要です。 

 

   

 ⑫ 

伊丹空港へのアクセス性を向上させることにより、空港を活かしたまちづくりを推進することが必
要です。また、現在進められているコンセッションによる運営委託実施後の国際線復航への動向を
見極め、東京一極集中ではなく、伊丹空港を関西経済圏の拠点として活用した地域経済の活性化を
図る必要があります。 

 

    

 ⑬ 
利用方法も含めた今後の伊丹市の交通のあり方について、市民が自らの課題として検討し、自主的
に行動し実施していけるよう、行政が市民と今まで以上に連携し、協力していく必要があります。 

 

 

 

      
 広域的な移動を支える鉄道 

・市外南北を結ぶ定時制確保・大量輸送が可能な鉄道（p.5,16） 
・移動総量が減少している中で、最も増加している鉄道利用（p.13） 
・増加傾向にあるＪＲ利用者、減少傾向にある阪急利用者（p.17） 

● 

   

      
 鉄道空白地を補完し市民の移動を支えるバス交通 

・市内約８割を占める鉄道空白地をほぼカバーしているバス交通（p.18,19,24） 
・市営バスの約半数を占める補助対象路線（p.22） 
・特別乗車証による市営バス利用者の増加（p.21,23） 
・高齢者に多く利用されているバス（p.39） 

● 

   

      
 伊丹市の重要な移動手段である自転車 

・利用割合が高く、今後も伊丹市の移動手段として重要な役割を担うと予想される 
自転車（p.13,31,32） 

・鉄道駅周辺が特に多いものの、市内全域で利用されている自転車（p.34） 
・75 歳以上であっても約２割が利用している自転車（p.39） 
・増大する高齢者の自転車移動量（p.40） 
・高い割合を占める自転車関連事故（p.35） 
・駅周辺に集中する放置自転車（p.35） 

● 

   

      
 歩行者の安全確保 

・伊丹市関連の移動総量は減少している中で、増加している徒歩での移動（p.13,40,41） 
・高齢者、中学生以下の生徒で増加している徒歩での移動（p.40,41） 
・徒歩が多い鉄道駅への交通手段（p.15） 

● 

   

      
 今後減少が予想されるものの残されている自動車交通問題 

・長期間未着手都市計画道路による権利制限（p.６） 
・残されている渋滞交差点、問題踏切（p.27） 
・減少傾向にある自動車保有台数（p.2８） 
・利用割合が高いものの減少している自動車利用（p.13） 
・特に就業者で減少している自分で運転する車での移動（p.40,41） 
・今後減少が予想される自動車交通量（p.29） 

● 

   

      
 伊丹のシンボルである伊丹空港（大阪国際空港） 

・伊丹スカイパークオープンに伴い増加している観光客（p.７） 
・近年増加傾向にある空港利用旅客数（p.25） 
・伊丹空港のさらなる適切かつ有効な活用を目指したコンセッションによる 

運営委託への動き（p.25） 
・利便性が高いものの、伸び悩む空港へアクセスする市営バス（p.25） 

● 
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＜ 交通の現状及び計画の方向性を受けた交通機関別の整理 ＞ 

 
 

 

・今後も歩行者の安全確保を最重要課題として、歩行者通行環境整備を推進することが重要

です。 

・駅周辺の歩行空間整備や放置自転車対策、バス停までの歩行空間の連続性を確保すること

により、歩いて公共交通を利用しやすい環境を整備することが求められます。 

・また、それに加えて、歩いて楽しい道路を整備するなど付加価値を高めて市民の健康増進

を図るとともに、高齢者や障害者等が安心して外出できるよう段差解消やベンチ設置等を

推進していくことが必要です。 

 

 

 

・徒歩による移動だけでなく、一定の距離においても便利に移動できるよう、バス交通を中

心に利用しやすい公共交通を整備し、市民だけでなく、伊丹市を訪れる人にも利用しやす

い公共交通網を整備していくことが必要です。 

・自動車よりも環境にやさしい公共交通の利用促進を図り、環境に配慮したまちづくりを推

進していくことが望ましいです。 

・モビリティ（移動性）の確保だけでなく、高齢者や生徒･学生などの交通弱者対策としての

福祉的交通として、公共交通の推進も期待されます。 

・伊丹空港（大阪国際空港）については、コンセッションによる運営委託実施後の国際線復

航への動向を見極め、東京一極集中ではなく、伊丹空港を関西経済圏の拠点として活用し

た地域経済の活性化を図る必要があります。 

 

 

・伊丹市は平坦でコンパクトな自転車利用に適した地域であることから、地域特性を活かし

た安全で快適な自転車の利用環境整備を推進し、市民の移動利便性を向上させていくこと

が望まれます。 

・自転車とバスの関係については、両者の長所を活かせるよう、自転車とバスを適切に組み

合わせて、中心市街地への自転車交通量を調節するとともに、市民の利便性を向上させて

いく必要があります。 

 

 

・これからの道路整備は、自動車交通の需要追随型の量の整備ではなく、今の自動車交通が

さらに快適に移動できる質の向上に向けた、渋滞対策や未整備区間の解消等の整備を、財

政状況も勘案し、選択と集中の考え方に基づいて効率的に推進することが重要です。 

・環境に配慮した低公害車･低燃費車等の次世代自動車の普及・利用促進を行っていくととも

に、エコドライブやアイドリングストップ等の啓発を推進していくことが必要です。 
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